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ノムラ・ジャパン・オープン 
運用報告書(全体版) 

 
第45期（決算日2018年８月27日） 

 
作成対象期間（2018年２月28日～2018年８月27日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 1996年２月28日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

わが国の株式を実質的な主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行うことを基本とします。 
運用については、ボトムアップ・アプローチをベースとしたアクティブ運用を行います。 
わが国の株式への投資にあたっては、上場株式および店頭登録銘柄の中から、株価の割安性をベースに企業の収益性、成長性、安定性
等を総合的に勘案して銘柄を選定し、投資を行うことを基本とします。株式の実質組入比率は、原則として高位を維持することを基本
とします。ただし、市場動向等により弾力的に変更を行う場合があります。 

主な投資対象 

ノムラ・ジャパン・ 
オープン 

わが国の株式およびノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 

ノムラ・ジャパン・オープン 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

ノムラ・ジャパン・ 
オープン 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

ノムラ・ジャパン・オープン 
マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
決算時に繰越分を含めた利子、配当収入と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、元本部分と
同一の運用を行います。 
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ノムラ・ジャパン・オープン

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 
(東証株価指数) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

41期(2016年８月29日) 7,256 0 1.0 1,313.24 1.2 98.7 － 35,546 

42期(2017年２月27日) 8,613 0 18.7 1,534.00 16.8 98.3 － 38,280 

43期(2017年８月28日) 9,121 0 5.9 1,600.12 4.3 98.2 － 36,274 

44期(2018年２月27日) 10,698 0 17.3 1,790.34 11.9 98.3 － 37,393 

45期(2018年８月27日) 10,325 0 △ 3.5 1,728.95 △ 3.4 98.2 － 34,525 
 
＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 
(東証株価指数) 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2018年２月27日 10,698 － 1,790.34 － 98.3 － 

２月末 10,559 △1.3 1,768.24 △1.2 98.2 － 

３月末 10,380 △3.0 1,716.30 △4.1 97.4 － 

４月末 10,588 △1.0 1,777.23 △0.7 97.5 － 

５月末 10,312 △3.6 1,747.45 △2.4 97.3 － 

６月末 10,161 △5.0 1,730.89 △3.3 98.0 － 

７月末 10,390 △2.9 1,753.29 △2.1 98.3 － 

(期  末)       

2018年８月27日 10,325 △3.5 1,728.95 △3.4 98.2 － 
 
＊騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

  



品 名：90001_140175_045_02_ノムラ・ジャパン・オープン_737183.docx 

日 時：2018/9/19 12:47:00 

ページ：2 

 

－ 2 － 

ノムラ・ジャパン・オープン

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2018年２月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、TOPIX（東証株価指数）です。ベンチマークは、作成期首（2018年２月27日）の値が基準価額と同一となるように計

算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

＊基準価額は3.5％の下落 

基準価額は、期首10,698円から期末10,325円に373円の値下がりとなりました。 

 

①の局面（期首～'18年５月中旬） 

（下落） 米国の保護主義的な通商政策などにより、世界的な景気の減速や貿易摩擦への懸念が

広がったこと。 

（下落） 森友学園の土地取引について、財務省が公文書改ざんを行ったことなどから、国内政

治の先行き不透明感が広がったこと。 

（上昇） 韓国と北朝鮮の首脳会談が行われ、朝鮮半島の非核化と南北統一に向けた期待が高

まったことで、政治的リスクが低下したこと。 
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ノムラ・ジャパン・オープン

②の局面（'18年５月中旬～期末） 

（下落） イタリアでの政局不安の高まりなどを受けて、投資家のリスク回避的な動きが強まっ

たこと。 

（上昇） ７月末の日銀政策決定会合に向けて、市場では金融政策変更に対する期待が高まり、

金利上昇のメリットを受ける金融株が上昇したこと。 

（下落） トルコリラなど、実体経済のぜい弱な一部の新興国通貨が大きく下落し、新興国経済

の先行きに対する懸念が広がったこと。 

 

○投資環境 

期首から３月下旬にかけては、トランプ米大統領が鉄鋼およびアルミニウムの輸入制限発動

を表明したことを受け、保護主義的な通商政策が世界的な景気減速や貿易摩擦の拡大につなが

るとの懸念が高まり、景気敏感株を中心に幅広い銘柄が下落しました。その後も、財務省の公

文書改ざん問題を受けた国内政治混乱への懸念や、米国の政府高官辞任による米トランプ政権

への不安などが上値を抑えました。 

４月から５月にかけては、米国株式市場が上昇したことや、米国金利の上昇などから１ドル

110円台まで円安ドル高が進行し、日本企業の輸出採算の改善が期待されたことなどから、国

内株式市場は上昇基調となりました。しかし、その後は、トランプ米大統領が米国への自動車

輸入関税の引き上げを示唆したことで保護主義強化への警戒感が再度高まったことから下落

に転じました。 

６月12日には、米朝首脳会談が行われ、北朝鮮の非核化への期待が高まるなど、地政学的リ

スクへの懸念が和らぐ場面も見られました。しかし、その後は、米国の中国製品に対する関税

の発動を控えて投資家のリスク回避姿勢が強まり、６月末にかけて国内株式市場は下落しました。 

７月に入ると、月末の日銀政策決定会合に向けて、市場では金融政策変更に対する期待が高

まり、金利上昇のメリットを受ける金融株が上昇しました。また、４-６月期決算発表が順調

な滑り出しとなったこともあり、国内株式市場は反発しました。 

８月に入ると、トルコリラなど実体経済のぜい弱な新興国通貨が大きく下落するなど、新興

国経済に対する懸念が広がりました。また、足元の中国経済には強さが見られないことに加え、

米中の貿易戦争が悪化する懸念が高まったことで、中国株式市場が下落基調となり、国内株式

市場でも関連性の高い製造業株などが下落基調となりました。 
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ノムラ・ジャパン・オープン

○当ファンドのポートフォリオ 

［ノムラ・ジャパン・オープン］ 

主要投資対象である［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］を期を通じて高位に

組み入れ、実質株式組入比率は期末に98.2％としました。 

 

［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］ 

・株式組入比率 

株式組入比率は、期を通じて高位を維持し、期末に98.4％としました。 

 

・期中の主な動き 

特定の分野・事業領域で高い市場シェアを持つなど競争力や経営力が高く、中長期的に堅調

な業績拡大が期待できる企業に着目し、主にPER（株価収益率）などのバリュエーション指

標に基づき、中長期で割安と思われる銘柄に投資しました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類、以下同じ）と銘柄＞ 

①化学（期首9.7％→期末14.6％、時価構成比、以下同じ） 

中国を中心とするアジア地域において、ベビー用品や生理用品などの持続的な売上成長が期

待できるユニ・チャーム（'18年３、４月）や、中国化粧品市場の成長加速の恩恵を受ける資

生堂（'18年５～８月）などを買い付けました。 

②情報・通信業（6.6％→10.8％） 

SVF（ソフトバンク・ビジョン・ファンド）事業の貢献などにより、高い利益成長が期待で

きるソフトバンクグループ（'18年６～８月）や、世界的な企業の情報セキュリティ需要の高

まりを背景に、高い競争力を持つウイルス対策ソフトの売上成長が期待できるトレンドマイ

クロ（'18年７月）などを買い付けました。 

③医薬品（0.0％→2.3％） 

主力製品である前立腺がん治療薬の売上成長再加速により、堅調な業績推移が想定されるア

ステラス製薬（'18年３～６月）や、ドイツ、米国で発売された「くる病」治療薬による利益

貢献が本格化する協和発酵キリン（'18年３、４月）を買い付けました。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①機械（8.9％→6.4％） 

中国不動産投資のピークアウトにより、売上成長の鈍化が懸念されるダイキン工業（'18年

４月）や、当面は中国市場での伸び率鈍化が懸念されるオーエスジー（'18年４、８月）を売

却しました。 
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ノムラ・ジャパン・オープン

②建設業（6.9％→4.3％） 

株価に割高感はないものの、当面の利益成長は緩やかに留まると考えた大和ハウス工業（'18

年４～８月）や、液化天然ガスプラントなどの建設受注底打ち期待などにより株価が上昇し、

割安感が後退したと考えた日揮（'18年３月）などを売却しました。 

③銀行業（4.5％→2.0％） 

マイナス金利環境の長期化に伴い、今後の利益成長余地が限定的となると考えた三菱UFJ

フィナンシャル・グループ（'18年３～６月）を売却しました。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

＊ベンチマーク対比では0.1％のマイナス 

基準価額の騰落率は3.5％の下落となり、ベン

チマークであるTOPIX（東証株価指数）の3.4％

の下落を、0.1％下回りました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①値上がりしたスズキ、東京海上ホールディン

グス、ベルシステム24ホールディングス、

MonotaRO、村田製作所などをベンチマークに

比べて多めに保有していたこと。 

②市場平均より値下がりの大きかった銀行業、

電気機器などをベンチマークに比べて少な

めに保有していたこと。 

 

（マイナス要因） 

①ベンチマークに比べて保有比率の高かったSMC、アイシン精機、三井化学、住友金属鉱山な

どが市場平均より値下がりが大きかったこと。 

②市場平均より値下がりの大きかった機械、輸送用機器、非鉄金属などをベンチマークに比べ

て多めに保有していたこと。 
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◎分配金 

（１） 今期の収益分配金については、基準価額の水準などを勘案して収益分配は見送りとさせ

ていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第45期 

2018年２月28日～ 
2018年８月27日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,087  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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◎今後の運用方針 

［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］ 

2018年の国内株式市場は１月にピークを付けたあと、米中を中心とする貿易摩擦問題が深刻

化したことなどにより、投資家心理は悪化し、上値の重い展開が続いています。一方、７月下

旬から発表が本格化している企業の４-６月期決算によれば、国内企業業績は製造業を中心に

概ね好調を維持しており、実体経済面では良好な状況が継続しています。 

当面の株式市場は、米トランプ大統領の言動などに影響され、変動の激しい相場が続きそう

ですが、米国の雇用はタイトな状況が続き、消費の拡大が期待できることや、中国経済も政策

による押し上げが期待されることなどから、いずれ懸念は払拭され、株式市場は上昇基調に転

ずると見ています。 

日本経済は失われた20年とも言われてきましたが、これまでの産業構造の変化や企業努力が

積み重なり、日本企業の収益力は、過去になく高まっていると考えています。好調な企業業績

に加え、最近では、コーポレートガバナンスの強化が様々なニュースで取り上げられる中、増

配や自社株買いといった株主重視の経営スタイルが浸透してくることで、日本株の評価が更に

高まる可能性に注目しています。 

個別銘柄の選別にあたっては、株価下落により相対的な割安感の高まった景気敏感株と、割

安感が薄くても海外景気の動向に左右されにくい内需関連株をバランス良く保有することで、

外部環境の変化に対応していく方針です。 

当ファンドでは引き続き、業界内で高いシェアを持ち、堅調な業績拡大が見込める銘柄を、

割安なタイミングで組み入れていくという基本戦略に基づき、TOPIXを上回るリターンを目指

します。 

 

［ノムラ・ジャパン・オープン］ 

当ファンドは引き続き第46期の運用に入ります。 

主要投資対象である［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］の組み入れを高位に

維持して、基準価額の向上に努めます。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2018年２月28日～2018年８月27日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 85  0.814  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (40)  (0.388)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (39)  (0.378)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 5)  (0.048)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6   0.058   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 6)  (0.058)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 91   0.874    

期中の平均基準価額は、10,398円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2018年２月28日～2018年８月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 71,591 135,900 1,018,692 1,998,300 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 



品 名：90001_140175_045_02_ノムラ・ジャパン・オープン_737183.docx 

日 時：2018/9/19 12:47:00 

ページ：9 

 

－ 9 － 

ノムラ・ジャパン・オープン

○株式売買比率 (2018年２月28日～2018年８月27日) 

 

項 目 
当 期 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 64,570,328千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 62,452,350千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.03   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2018年２月28日～2018年８月27日) 

 

＜ノムラ・ジャパン・オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 31,922 13,050 40.9 32,648 16,477 50.5 

平均保有割合 55.7%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

 

項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 20,805千円 
うち利害関係人への支払額（B） 9,078千円 

（B）／（A） 43.6％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

  

利害関係人との取引状況 
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○組入資産の明細 (2018年８月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 18,631,923 17,684,822 34,458,876 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2018年８月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 34,458,876 98.9 

コール・ローン等、その他 365,994 1.1 

投資信託財産総額 34,824,870 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

 

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2018年８月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 34,824,870,239   

 コール・ローン等 359,393,431   

 ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド(評価額) 34,458,876,808   

 未収入金 6,600,000   

(B) 負債 299,308,053   

 未払解約金 10,382,031   

 未払信託報酬 288,356,411   

 未払利息 546   

 その他未払費用 569,065   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 34,525,562,186   

 元本 33,439,197,602   

 次期繰越損益金 1,086,364,584   

(D) 受益権総口数 33,439,197,602口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,325円 
 

（注）期首元本額は 34,952,904,521円、期中追加設定元本額は

529,555,623円、期中一部解約元本額は2,043,262,542円、１口当

たり純資産額は1.0325円です。 
 

○損益の状況 (2018年２月28日～2018年８月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △        72,311   

 支払利息 △        72,311   

(B) 有価証券売買損益 △   944,650,733   

 売買益 50,331,500   

 売買損 △   994,982,233   

(C) 信託報酬等 △   288,925,476   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 1,233,648,520   

(E) 前期繰越損益金 9,529,616,121   

(F) 追加信託差損益金 △ 7,209,603,017   

 (配当等相当額) (   4,053,763,691)  

 (売買損益相当額) (△11,263,366,708)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,086,364,584   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,086,364,584   

 追加信託差損益金 △ 7,209,603,017   

 (配当等相当額) (   4,056,041,516)  

 (売買損益相当額) (△11,265,644,533)  

 分配準備積立金 9,613,902,023   

 繰越損益金 △ 1,317,934,422   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2018年２月28日～2018年８月27日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2018年２月28日～ 
2018年８月27日 

a. 配当等収益(経費控除後) 84,285,902円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 4,056,041,516円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 9,529,616,121円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 13,669,943,539円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 4,087円 

g. 分配金 0円 

h. 分配金(１万口当たり) 0円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2018年８月27日現在) 

＜ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド＞ 
 下記は、ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド全体(32,199,885千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

建設業（4.3％）    

長谷工コーポレーション 932.1 851.2 1,233,388 

大和ハウス工業 422.2 219 773,289 

九電工 152.3 161.1 670,176 

日揮 202.6 － － 

食料品（3.5％）    

ヤクルト本社 － 122.5 976,325 

アサヒグループホールディングス 404.6 242.4 1,214,181 

繊維製品（－％）    

東レ 1,031.4 － － 

化学（14.6％）    

信越化学工業 131.5 177.2 1,897,812 

大陽日酸 737.3 858.2 1,387,709 

三井化学 482.6 424.3 1,216,468 

日立化成 271 － － 

富士フイルムホールディングス 303.1 420.7 1,969,296 

資生堂 － 109.5 851,910 

エフピコ － 82.9 532,218 

ユニ・チャーム － 325.1 1,131,348 

医薬品（2.3％）    

協和発酵キリン － 83.9 163,856 

アステラス製薬 － 661.6 1,267,625 

ガラス・土石製品（3.6％）    

太平洋セメント － 253.1 859,274 

日本特殊陶業 297.6 438.6 1,388,169 

ニチハ 174.5 － － 

鉄鋼（1.0％）    

新日鐵住金 275.8 － － 

日立金属 － 504.8 639,076 

非鉄金属（－％）    

住友金属鉱山 179.3 － － 

古河機械金属 297.6 － － 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

金属製品（0.7％）    

ＳＵＭＣＯ 174.2 220.3 443,684 

三和ホールディングス 456.2 － － 

機械（6.4％）    

日本製鋼所 291.2 313.8 875,188 

オーエスジー 373.7 267.1 649,053 

ＳＭＣ 58.1 63.9 2,400,084 

ダイキン工業 89.5 － － 

電気機器（10.2％）    

ミネベアミツミ 499.7 － － 

日立製作所 1,449 944 687,609 

富士通 764 － － 

ソニー － 312.9 1,930,593 

エスペック 212.3 236.5 516,043 

キーエンス － 17.5 1,087,625 

ローム 90.1 78.4 751,856 

村田製作所 － 68.1 1,305,477 

東京エレクトロン 49.7 － － 

輸送用機器（12.8％）    

豊田自動織機 280.4 135.7 842,697 

いすゞ自動車 1,041.6 1,041.6 1,686,871 

トヨタ自動車 119.3 115.4 803,876 

アイシン精機 169.3 311.2 1,584,008 

スズキ 481.4 412.8 2,972,160 

ヤマハ発動機 169.3 － － 

精密機器（1.0％）    

オリンパス － 135.5 619,912 

電気・ガス業（1.8％）    

九州電力 896 897.5 1,117,387 

メタウォーター 132.3 － － 

陸運業（3.7％）    

セイノーホールディングス 449.6 303.3 522,889 

日立物流 343.1 388.6 1,196,888 
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

ＳＧホールディングス 394.6 206.6 541,498 

情報・通信業（10.8％）    

ＡＯＩ ＴＹＯ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ － 263 370,567 

マクロミル 285.4 384.7 1,113,706 

トレンドマイクロ － 106.1 749,066 

大塚商会 81 226.4 865,980 

日本テレビホールディングス 270.6 － － 

日本電信電話 308.3 261.2 1,303,910 

ソフトバンクグループ 59.1 222.5 2,263,937 

卸売業（3.6％）    

日本ライフライン 198.8 315.8 663,180 

伊藤忠商事 1,011.1 788.1 1,532,066 

ＰＡＬＴＡＣ 64.2 － － 

小売業（4.5％）    

ＭｏｎｏｔａＲＯ 143.7 － － 

ドンキホーテホールディングス 277 302.9 1,684,124 

ケーズホールディングス － 806.4 1,078,963 

ファーストリテイリング 15.3 － － 

銀行業（2.0％）    

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 2,510.4 － － 

ふくおかフィナンシャルグループ 1,721 2,029 1,227,545 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

証券、商品先物取引業（1.2％）    

ＳＢＩホールディングス － 259.5 755,664 

保険業（5.9％）    

第一生命ホールディングス － 520.7 1,098,677 

東京海上ホールディングス 488.4 472.5 2,542,995 

その他金融業（1.3％）    

日立キャピタル 157 － － 

三菱ＵＦＪリース 1,121.3 1,330 825,930 

不動産業（3.1％）    

飯田グループホールディングス － 443.9 900,229 

住友不動産 277 139 528,895 

カチタス 171.5 125.4 466,488 

サービス業（1.7％）    

電通 136.4 － － 

リゾートトラスト 334.1 － － 

ベクトル － 150.8 380,770 

ベルシステム２４ホールディングス 504.4 364 682,136 

合 計 
株 数 ・ 金 額 25,416 21,918 61,742,356 

銘柄数＜比率＞ 60 57 ＜98.4％＞ 
 
＊各銘柄の業種分類は、期首、期末の各時点での分類に基づいてい

ます。 

＊銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

＊評価額欄の< >内は、このファンドが組み入れているマザーファ

ンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 
 

 

 



添付ファンド_9pt_737183.indd   15添付ファンド_9pt_737183.indd   15 2018/09/19   12:49:542018/09/19   12:49:54



－ 16 －

添付ファンド_9pt_737183.indd   16添付ファンド_9pt_737183.indd   16 2018/09/19   12:49:542018/09/19   12:49:54



－ 17 －

添付ファンド_9pt_737183.indd   17添付ファンド_9pt_737183.indd   17 2018/09/19   12:49:552018/09/19   12:49:55



－ 18 －

添付ファンド_9pt_737183.indd   18添付ファンド_9pt_737183.indd   18 2018/09/19   12:49:552018/09/19   12:49:55



－ 19 －

添付ファンド_9pt_737183.indd   19添付ファンド_9pt_737183.indd   19 2018/09/19   12:49:552018/09/19   12:49:55



－ 20 －

添付ファンド_9pt_737183.indd   20添付ファンド_9pt_737183.indd   20 2018/09/19   12:49:552018/09/19   12:49:55



－ 21 －

添付ファンド_9pt_737183.indd   21添付ファンド_9pt_737183.indd   21 2018/09/19   12:49:562018/09/19   12:49:56



－ 22 －

添付ファンド_9pt_737183.indd   22添付ファンド_9pt_737183.indd   22 2018/09/19   12:49:562018/09/19   12:49:56



－ 23 －

添付ファンド_9pt_737183.indd   23添付ファンド_9pt_737183.indd   23 2018/09/19   12:49:562018/09/19   12:49:56



－ 24 －

添付ファンド_9pt_737183.indd   24添付ファンド_9pt_737183.indd   24 2018/09/19   12:49:562018/09/19   12:49:56



－ 25 －

添付ファンド_9pt_737183.indd   25添付ファンド_9pt_737183.indd   25 2018/09/19   12:49:562018/09/19   12:49:56



－ 26 －

添付ファンド_9pt_737183.indd   26添付ファンド_9pt_737183.indd   26 2018/09/19   12:49:572018/09/19   12:49:57


